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茨城県大子町と「地域と教育j 研究会の連携に向けた調査報告(2 ) 

第 1自学習支援活動

2011年7丹21日"-'25日

7月21臼(水)午後
12:30~ 15:00 参加学生 :8名
?の作成/施設見学

7月228(金)午前
主義沢小学校 8:00~10:45 参加学生:4名
「学びの広滋」のサポート

さはら小学校 8:00~11:00 
「学びの広滋Jのサボー

7月22B(金)午後
上小JiI小学校 13:IO~14:40 参加学生:8名
学力向上研修(筑波大学付総小学校 中関誌記率先主主}

7月23日(土)
大子lllT散策

袋恨のf竃
月f警の掩
ふるさと山間際鐙

. Cafe'Jl重量譲歩~ユーモア~(ログハウス} 等

7月24日{日)
さはら小学校

のびっ予闘で野菜l叙幾

・販売準備(袋詰め、鏑段決め)、

道のw(奥久慈だいごにて燦産物販売

7月25日(月)午泌
さはら小学校

「学びの広場Jのサポート

黒沢小・中学校

「学ひ'の広場Jのサポート

7月258(丹)午後
だいご小学校

・ポータルサイト運用・活用研修会

i はじめに

私たち筑波大学「地域と教育」研究会は、2011

年7月218から25日までの 5日間にわたって茨

城県の北西部に位置する大子町の小学校で学習

支援活動を行った。

筑波大学人間学群教育学類2年
筑波大学人間学群教育学類3年

間 筑波大学人間学群教育学類3年
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11 活動の呂的

本活動は、筑波大学と大子IHJの協力推進であ

る「学力向上推進事業j の一環である O 本活動

の罰的は、大子町の小学生が大学生との交流を

過して多様なものの見方を知ることや、体験学

習を通して学習に対する興味I~心を高めること

である。

111 活動の内容

活動を行った期間が夏休みであったこともあ

り、黒沢小学校とさはら小学校では「学びの広

と呼ばれる算数の夏期講習が行われていた。

また、南小学校において「統計グラフ」の作成

が行われており、大子町全体として算数に関す

る学力の向上に力を入れていることが分かった。

そして、さはら小学校における特色ある行事

の一つである「夢道場j に実擦に参加すること

で、この活動が子どもだけでなく地域や私たち

学生にとってどのような意味を持つのか、そし

て、これからどのようにすればより良くなるの

か、「夢道場Jの可能性について考察をする。

IV 学習支援活動についての考察と今後の課題

i )黒沢小学校で、の学習支援

7月21日と22日に黒沢小学校へ赴き、統計グ

ラフや「学び、の広場J のサポートを行った。

7月21日の午後に行われた統計グラフの諦産

で4年生の児童 (9名)はいくつかのグループ

に分かれて作業を行っていた。講座を担当する

っ、υ



教師は一人であったため、計算につまずいてし

まう生徒に対しては各グループに配属された大

学生や大学院生が、丁寧に計算やグラフのデザ

インのアドバイスなどを行っていた。教師は児

童の様子を概観し、必要があれば指導を行って

いた。その結果、多くのグループがその日のう

ちに統計グラブの下醤きを終わらせることがで

きた。

7月221ヨの午前中には、黒沢小学校の全学年

で「学ひeの広場」と呼ばれる夏期講習が行われ

た。「学び、の広場」を手伝った大学生・大学院生

は4名であった。私の担当した小学校4年生の

児童たちには個別に算数の計算問題のプリント

が課されていた。 9名の児童に対して、教師は

2名居り、学習支援員の私を含めると 3名の教

~iIi'学習支援員が居るという状況であったため、

児識の学習進度の差にも臨機応変に対応するこ

とができた。

これらの活動を通して見出された課題として

は、グループ学習や個別学習を行う際に教師以

外の学習支援員の人数を確保する必要があると

いうことがあげられる。今回の活動においては

大学生や大学院生のきめ細かなサポートが「統

計グラフ」や「学び、の広場」の講座のスムーズ

な進行に寄与した部分も大きかったであろう。

しかし、普段の授業で、グループ学習を行う際に

は教師一人が子どもの進度に合わせて指導を行

っていかなければならないため、教師以外の学

習i支援員を確保する必要が出てくる。学習支援

員は、子どもの学習の理解j支や進度を把慢し、

教l~iPよりも児童にとって身近な存在であると、

児童も学習に関する質問をしやすいだろう。

現在、黒沢小学校で、は同じ地区にある黒沢中

学校から「学習支援員」の代わりに中学生を迎

えることもしばしばである。しかし、現状では

中学生による学習支援も一時的なものにとどま

っており、継続的なものではない。今後はどの

ようにして大子i町のような過疎化の深刻な地域

で継続的に学習支援を行う者を確保するかが課

題である。
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i i )さはら小学校で、の学習支援

7月24日、「夢道場」のメインイベントである

販売活動を昨年度に引き続き行った。今回の活

動で筑波大学からは、 23日6名、 24E18名、 25

El8名が参加した。販売自の午前中に野菜を収

穫し、袋に詰め、値段を決めていった。学校の

娼で、作った野菜は全て無農薬である。また、野

菜だけでなくマリーゴールドなどの花も、売る

ために用意されていて、児童は「その野F菜は新

鮮で量が多いので、絶対売れるJ と言って張り

切っていた。児童はあらかじめそれぞれの仕事

の長が割り振られていて、値段を決める仕事、

野菜を取る仕事、そして、全体を取り仕切る「社

長」という役割もあり、 lつの会社に見立てて

作業を行っていた。そこでの作業が終わると、

「道の駅奥久慈大子j へ移動し、その一角を借

りて商品を並べ販売活動を開始した。暑い中保

護者も見守りながら、野菜はわずか l時間で完

売した。教師によると、この道の釈での販売作

業で得た利益は学級で使う用具や次年度の種子

の購入費等に利用するということだ。この取組

の内容はすぐに大子町ポータルサイトに掲載さ

れていた。

このさはら小学校における「夢道場J の取り

組みの特徴的な点は、野菜を収穫するだけでな

く、それを販売するところにあると私は考える。

他の小学校を見渡せば、学校で野菜を栽培して

収穫し自分たちで料理するということは珍しく

もない。だが、収穫をしてから自分たちで値段

をつけ、外部に販売するという取り組みはなか

なか無いように思う。その販売までの過程には

色々な面倒がかかるだろう。しかしそうするこ

とにより、子どもは生産者の苦労や、野菜の値

段がどのように付けられているのか、どのよう

な工夫がされているのか等、様々なことを経験

を通して学べると思う。また、販売活動を通し

て人との関わり方も同様に学べ、それが学校と

地域のつながりを生むことも期待できる。今回

行った道の駅での販売だと、大子町の外部から

の観光客も訪れるため、普段その外部の人々と

関わることが少ない大子町の子どもたちにとっ

て大きな刺激となりうるだろう。大子町のポー



タルサイトもうまく活用されていて、外部の

方々に知ってもらう努力はできていただろう。

ただ、今回の取り組みでは、教闘が主導となり、

児童の長を動かしているように見えた。値段を

つけるとなると、色々な知識が必要になる。販

売時の言葉使いも、やはりまだ小学生という感

じで、大学生や先生から指摘されながらの販売

となっていた。あらかじめ販売作業にかかわる

ことを学んでおけば、より子どもの主体性を活

かしたより良い取り組みとなるだろう。そして、

ポータルサイトに憶しては大子町を知ってもら

う努力をこれからも続けていってほしい。

V 小揺

私は、大子町という地名を「地域と教育j 研

究会で、初めて知った。しかし、初めての大子町

への訪問で、豊富な自然や、大子IHJにしかない

ものを活かした観光スポットが多くある

と感じた。この大子町は東京からでも車で3時

間弱あれば到着する。これから先、大子町は大

きな可能性を持っていると患った。より多くの

方々に大子町を知ってもらうことは、大子町の

方、観光客双方にメリットがあるだろう。子ど

もたちにとっても多くの出会いがあることで成

長ができるし、また、大子町の外の世界を知る

ことが出来る。したがって、この大子町を知っ

てもらうために、情報をより発信していってほ

しいと考えた。そうすることが、少子化や高齢

化などの課題を抱える大子町の活性化のための

一つの手段になるのだと思う O

(橋田慈子・吉田達朗)

第2西学習支援活動

2011 年10 F.l 5 日 ~11 月 2 日の水曜日

i 活動概要

i )日時

活動の日時は以下の通りである(括弧内は参

加人数)。

10月5日(2名)、 12日(2名)、 19日(2名)、

26日(4名)、 11月2日 (4名)の第6校時、 15

時10分から 16時まで。

i i )呂的

大子町と筑波大学の連携プロジェクトの一環

として、学校教育の場で大学生がどのような役

割を果たすことができるのかを探ること、また

大子町の生徒に対するコミュニケーションの多

様化を図ること。

iii)活動内容

ワ〉 活動について

今回の活動は、大子i町立黒沢中学校における

総合的な学習の時間を支援するものであった。

私たちは第 1学年の支援を中心に行った o 第l

学年の総合的な学習の時間は黒沢中学校の文化

祭である秋番祭(11丹51ヨ)での発表のための

調べ学習の時間であった。中心となるテーマは

「熊沢地院を紹介しよう j という自分の住む地

域について調べるものであり、第 l

行われているものである。今年度の第i

男子10名、女子2名の計12名、

という体制である。 12名を 3人 1K:l1の4斑に分

け、それぞれが ftJJJf)IIJ r};j~J f寺社J という

小テーマを持っているo 生徒はパワーポイント

を用いたステージ発表と、模造紙によるj提示の

2種類の発表準締を行う o 私たちが参加し始め

た10月の段階では、どの班も資料収集を完 fし

ており、発表の準備をするという段階であった。

② 生徒らの様子
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生徒らはすでに発表の内容、形式等の大枠を

自分たちで決めていたようである。しかしなが

ら、自分たちが調べたことをどのようにまとめ

発表すればよいかが明確になっておらず、調べ

たことの羅列に終始しがちであるように感じた。

さらにパワーポイントや模造紙の使い方に関し

でも、「みやすさ」や「伝わりやすやj といった

発表の工夫や、技術的な語について経験不足が

散克された。しかし、比較的他の生徒よりもパ

ソコンの使用に慣れている生徒が見受けられ、

互いに教えあう姿も確認できた。

学生に対しては、どのような支援を求めてい

いのか、どのように接すればよいのかわからな

いというような状況を感じた。こちらから積極



写真 1 秋番祭での発表

(君主者綴m}

的に「今、何をしているのかJr何か密っている

ことはないか」といった投げかけを繰り返すこ

とで次第に打ち解けていくことができたように

思う O

③ 教員らの様子

教員らは教室の中を巡回し、生徒らに声をか

け発表の準備を進めさせていた。進度の早い班ー

に対しては発表の仕方についての提案や改善点

などを、進}支の遅い班に対してはまず発表資料

を完成させようとする指導が多くみられたよう

に思う o 教員らの開にもパソコンの使用法に関

しては得手不得手があるようで、特定の教員が

頼りにされる場面も見受けられた。

学生に対しては「子どもたちにコミュニケー

ションのJ誌を提供してやってくださいJ、「子ど

もたちの主体性を伸ばせるような指導をしてほ

しい」、「パワーポイントの使用法など具体的な

技術面に関して教えてほししり、「なんでも話を

して、臨っているようなら何とか言ってやって

くださしり、 r":lてくれるだけでも生徒らはうれ
しいようですJi}とし〉う教員の言葉から感ぜられ

るように、指導者として、あるいは話し相手と

してなど幅広い期待が寄せられていた。

@ 学生の機子

学生は、事前の資料ーから総合的な学習の時間

の支援ということだけを知り、具体的にどのよ

うな活動をするかは実際に現地に入るまでまっ

たく不明瞭な状態であった。時間の前後で教員
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らと話をし、また教室の中を巡回する中でそれ

ぞれの役割を見出し、どのように活動を続けて

いけばよいかを各自で考えていたようである。

実際の支援としては、パワーポイントの使い

方や見やすい資料の作り方などのノウハウ提供

のようなことが多かった。しかし、こちらから

の投げかけで、新たな資料を利用し発表内容そ

のものについて大きく工夫を加えることもあっ

た。

日 課題と考察

i )教員と学生との連携

前述のように、教員から学生に対する期待は

多岐に渡っていた。また、学生もどのように振

る舞えばよいかを自身で考え実施することがで

きた。

しかしこれは裏返せば、教員と学生の間で互

いに、学生が教室に入り込むことの毘的や役割

を具体的なイメージとして共有できていない事

の表れでもある。単に教室にいる人間の数が増

えただけであり、より有効な連携や支援を行う

ことのできる関係の形成には結びついていなか

ったのである O 現にノウハウの提供に終始しが

ちであったのは、これが原習の一つであると考

えられる。学生の間では「どのような支援を行

えばよいのか分からないJfどこまで口を出して

いいかわからないJ2}といった不安を感じていた

ものがし=たことは事実であり、このことを如実

に物語っているといえる O

互いに期待することが暖味なままであったた



写真2 活動の様子

(繁華ぎ隊隊}

め、このような事態を引き起こしたものと推察

される。そもそも総合的な学習の時間で侭を白

指しているのか、どの程度の成果を期待してい

るのか、互いの役割はどのように分けるのか、

といった教員と学生問での4情報や意識の共有が、

活動に参加する前から必要であった。そうする

ことで総合の学習の時間全体に対する青写真を

学生と教員の間で共有でき、より積極的な髄き

かけができたものと考えられる o

i i )活動における f継続性j

① 今回の活動の f継続性j

私たちが今回の活動を開始したのは10月か

らであった。秋香祭にむけた総合的な学習の時

間としては終盤であり、期間にして約 1か丹、

時間にすると約5時間程度と非常に短期間の活

動となってしまった。これは学生と生徒・教員

との間での信頼関係を結ぶのに十分な持間であ

ったとは言い難い。活動開始当初は生徒と話を

することに時間を取られてしまい十分に学習を

観察・支援することが難しいこともあった。

また、調査もほぼ終了し、まとめる段暗から

の参加であった。そのため発表に間に合わせる

ことが優先されてしまい、テーマに対し、興味

関心をひきつけるような隠し功〉けを行っても、

調査する時間がなかったり生徒らの考える発表

の構想、とうまく結びつけることができなかった

りした。

これらのことはいずれもより早い段階からの

学生の参加によって解決できることである。た

とえば給食を…絡に食べるなどといった交流の

時間を増やすことで、生徒らとの結頼関係を気

づく時間を稼ぐことができる O また、学習欄始

時点から l班に i人という風に学生を る

ことで、単にテーマに沿って調べるだけではな

くより発展的な学習を行いやすい環境を整える

ことができる。少人数の学級とはいえ教員だけ

では限界があることは関違いない。オーガナイ

ザーのような役訴としての学生の存在を確立し、

長期的な協力を行-うことで活動をより充実した

ものにすることができる。

また、今回の活動では過ごとに学生が入れ斡

わることが多く、継続的な生徒の観察、支媛が

行いづらい状況があった。学生の都合に依らず

継続的な支援が行われるよう学生間でも情報の

共有・意思の疎通が図られるべきであった。

② 研究会の活動としての f継続性J

今回の活動は研究会としては l年自の取り組

みであった。そのことに起因する、連携に対す

る経験・ノウハウ不足が前述のような各種の課

題を呼び起こした一因でもあると考えられる O

黒沢中学校は大子町の教員採用の方針に別り、

新任の教員が多いという。そのため総合的な学

習の時間に対する経験はもちろん、外部の協力

者との連携体制づくりに対する経験が少ない教

員が多いと考えられる。無論、実際の教育現場

に立つことのない学生も同様である。そのよう

な背景の中で行われる活動は、単発的であって

はいけない。確固たる連携を基にした教育活動

-7-



の矯き上げが行われることが望ましい。

「変化が外側から一方的に持ち込まれたもの

であったり、実質を伴わず、実践者自身が今後

の展開可能性についてのヴィジョンをもてない

ものであったり :liすると、学校の教育というも

のは「変化しにくしり引ものである。教員と学生

とのj習で連携し、新しい教育モデ、jレへの課題発

見と実践、それに基づくモデル修正、これらの

繰り返しによる実践の磨き上げ5)が行われなけ

ればならない。そのためには単年度の活動で行

われるのではなく、継続した活動、それも複数

年度での実施と各年度での引き継ぎや教員・学

生間でのアィードパックなどが正確に行われる

必要がある O

111 小括

私は今回の活動で初めて本格的に学校現場で

の教育支援というものに携わった。ほとんど手

探りの中、待遇中学校にお邪魔し、どのように

すれば生徒にとってより良い学習になるのかに

ついて顕を悩ませていた。短期間ではあったが

その難しさを痛感する結果となり、だからこそ

得ることのできたものも多かったように思う。

今年度だけでなく、今後も継続して行うことで、

互いのノウハウの蓄積、総合的な学習の時間の

質の向上に少しでも資することができれば幸い

である O

ところで大子町はとても優しく明るい方が多

いlllJであったと思う。大子町の抱く豊かな自然

のたまものなのか、はたまたそんな人々が多い

環境故か、地域とのかかわりの深い学校教育の

おかげなのかはわからない。しかしながらその

ような豊かな環境に恵まれたH汀の教育に隠わる

ことができるというのはなんとも賀沢な気分で

ある O 自分の燈かれた環境に感謝しながら、今

後もどのようにかかわっていくことができるの

か、践を悩ませ続けたいと思う O

(小林賢司)
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第3回学習支援活動

llJ1513 {土}
大子町立さはら小学校

.公矧授衆参観

2011年11月58.......68

-親子ふれあいの緩い(収穫祭)への参加

.選!営手伝い

・保言産者懇談

大子町立熊沢中学校

秋番祭(総合約な学習の発表)への参加1
.保談者懇談

11 J16日(臼)
-佼源地区産業文化祭の見学・支援

i 活動内容と目的

私たち「地域と教育」研究会は、 11月5日及

び6日の2日間の日程で第3西学習支援活動を

実施した。今回の活動は、大子町の小中学校で、

行われる「筑波大学との連携・協力推進プロジ

ェクトに係る学力向上推進事業における体験学

習」における学習サポート活動に付随して行わ

れたものである。この連携事業のねらいは以下

の通りである。

第一に、大子町の児童生徒が、体験学習によ

る様々な経験を通して、学習に対ーする興味関心

を高めると共に、表現力やコミュニケーション

能力を育成し、児童生徒の学力の向上に資する。

第二に、大子町の児童生徒が、筑波大学の院

生や学類生と交流することで、多様なものの克

方や考え方を学ぶ機会とし、児童生徒の学力の

向上に資する。

第三に、上記の白的を達成するために、町内

各教育機関と筑波大学研究室の連携・協力体制

を充実すると共に、教職員の研修を充実する。

このねらいを踏まえ、私は以下の2点を活動

の目的として掲げた。

第一の目的は、それぞれの学校行事や学外活

動に携わり、大子田Iの小中学生と交流すること

で、児童・生徒らの多様なものの見方や考え方

の育成に貢献するとともに、学外の世界に自を

向けさせるきっかけとなる O

第二の目的として、今後のさらなる継続的な

関わりの中で、大子町の教育力の向上にどのよ

うな形で貢献できるかを模索する機会とする。

以下は、さはら小学校、黒沢中学校の学校行

事及び佐原地匿の年中行事での具体的な学習支



援活動報告である。

i )大子町立さはら小学校での活動

ここでは、さはら小学校の年中行事の一つで

ある「親子ふれあいの集し汁に参加させていた

だく形で、活動を行った。実施した活動は以下の

通りである。

e三合成授業A*
A重の調べ学gの悲哀を京三筆家之伊藤必
勝授業のj吉弘

. J/XfJぎ奈にh'(j-3Aヂつま併設支援

宏一室Gがffで~;t痕、 β菜、 66才白いヮy士

皮f宇委舎の夜遅ぎ:t'!JEい、 選智子で'llif)産台認g・9
2舎の磐厳支民

.6存度表懇談

王子賞凌I::!!A議会族対?煤護苦手の;dや/::;! I;f 6 

/j¥学校に席ず-3;t; lf!f :t' sJ 7 0 
e語智子vクグエーシ3ンへの歩110
嘉子?万ラ件、、アジ点、、ーノルミ会c"0vクグエーシ

ョンIiiJlffiへの歩廊。

昨年度と間様に、収穫祭の運営手伝いが活動

の中心となった。さはら小学校を担当した 5名

の学生及び大学教員は、 I、2年生担当、 3、

4年生担当、 5、6年生担当の3グループに分

かれ、餅つきや会食の配膳手伝いなどの支援を

行った。①公開授業見学及び③保護者懇談は、

前回同時期の調査では行わなかった新たな取り

組みである。その中でも特に③保護者懇談につ

いては、 PTA役員として学校行事の運営に携

わる保護者の方々が、さはら小学校の現状をど

う捉え、どのような組織体系のもとで活動して

いるのかといった佐原地区の内情を把握するた

めの絶好の機会となった。今後の活動において

も継続していくべきプログラムであると考える。

i i )大子町立黒沢中学校での活動

ここでは、黒沢中学校の総合的な学習におけ

る調査結果の発表会である「秋香祭」に参加さ

せていただく形で、活動を行った。実施した活動

は以下の通りである。
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-ステージ若葉j芸学

の濯すべきを震のj吉弘滋、合の時轡の若'英と主

箆悲哀が庁ゐれた。

-学金JごJ:!j若葉

乙嬰況やのJさい止ごろを厚:悲:AL J:づ.J C /tj 

7テー?で学生の!iJd{1ど是正議(Rtft:t'j言語ぜL、パ

ターボイン井£越道成fごJ:ぷ悲?!:t'fiった。

でÆ~誉会J拶〉ずで東

のえ7寸どh'!:tf1:1智九仏語?成長宮でまずツ

「秋香祭j は替段の学習の成果を発表するi認

であり、探護者や地域の方が多く見学に来られ

る。また、上記の他にも全校生徒による合唱や

バザー、家庭教育学級(家庭での教育を推進す

る政り組み?)の一環としてプロの朗読家を招

いた「親子朗読コンサート j も行われた。

会での様子から、毎年楽しみにしている方が多

いことが窺われた。

iii )栓j東地区産業文化祭での活動

奥久慈茶の型公砲で開催された佐原i也氏産業

文化祭では、農産物・リサイクル品援ぷ卸売、

ショー(よさこいソーラン茶の型音量誌の腕

り)、カラオケ大会、アラダンス、スリッパ飛ば

し大会、抽選会などのイベントが行われたほか、

4、51吾舗ほどの出屈が出された。

ここで実施した活動は以下の通りである o

• ffffffl，王子 fハッスノルママの会J の/i!I!f.支援
佐友松Eの3務会でi!J!j(ノhアズノル7マの会J

が却すぷlJ!i:t'tiて込みの段4ぎかG支援 !fJ.}jfL 1士
業務I;f、1M子・ 7'7イ件、、ポテf. Ijんさんがの

ffIl!f!l、グタ践の苦手官、 原子でi!J-30 
・;!I;f 6/ji学校の野菜政万支援

己主I;f6di学校の!AJl6;jiザ118に収穫Llを8分
止さが27でた野菜園'O!の燐万吉ヂ五子いの又変。

'Xft議事主館長手、筋力gにかす3インタどュ-
X危差ぎの三吉館長ず、 厳汐長ずの;/541::、XI乞議事1::
滞1--3インタど〉ー探査を発施。

母親会「ハッスルママの会J の出!古手伝いが

中心となったこの自の活動では、初の試みとな



写真 3 佐原地区産業文化祭で
よさこいソーランを被露する佐原小の生徒ら

(告を者綴彩)

った文化祭主催者、協力者へのインタピューを

合め、佐原地i豆の住民の方々との積極的なコミ

ュニケーションが図られた。その中で、ハッス

ルママの会のメンパーの方々との間で来年度筑

波大学学翻祭への出屈の話が持ち上がったこと

は大きな収穫である O

11 感想と考察

今回の活動全体に言える課題として挙げられ

るのは、学生が「お客様」であり過ぎたという

点でbある。特にさはら小学校で、の活動において

それは顕著でドあり、ただ見ている、 という時間

が長く、受け身の姿勢で指示待ちの状態になっ

ている場面が多くみられた。そうなってしまっ

た要因のーっとして、学生側の受動的な参加形

態が挙げられる。全てが用意されたイベントに

放り込まれるだけでは、学生らもどこまで能動

的に動けば、良いのか、どの場面で積極性を発揮

するべきなのかといったことの完壁な把握は難

しし lO その結果が今Iillのような指示待ちの姿勢

につながったのではないかと考える。これでは、

自頭の活動内容と目的の中で掲げた第一の毘的

「それぞれの学校行事や学外活動に携わり、大

子1I汀の小中学生と交流することで、児童ー生徒

らの多様なものの見方や考え方の育成に貢献す

るとともに、学外のi立界に自を向けさせるきっ

かけとなるJの達成もほど速い。 2日間の活動

で短いた!替、想としては、「ただ餅つきを子伝った

だけJであり、もっと言えば「ただ侍となく楽

しかっただけ」である。これでは、「大学生」と

して、今回の連携事業に参加した意味は見出せ

ない。

この反省を踏まえ、今後の大子町との連携事

業をより良いものとしてしユくためにはどうすれ

ばよいのか。私は、学生は学生だからこそ担え

る役訴を持つことが重要であると考える。異体

的な案を挙げるとするならば、今回のさはら小

学校の収穫祭であれば、学生が餅っき大会を取

り仕切るMCとなって、餅つきや会食の中に野

菜や餅に関するクイズを挟み込こむ、または餅

の「早丸め大会」のようなゲームを関錐するな

どが挙げられる。

このような役割を担うためには、イベントの

計画段階から運営に携わる必要がある。そうい

った場で、学生ならではの視点で新たな嵐を吹

き込むことこそが、大学生ができる大子町との

「協働」の形ではないだろうか。また、大学生

が前に立って主体的な取り組みを見せることは

小中学生に刺激を与えることにもつながる。こ

れは、先述の第ーのうち「外の世界に自を向け

させるきっかけとなる」の達成に通じるだろう。

111 活動から見えた今後の課題と提案

現地での活動における学生の感想、や意見を踏

まえて、今後の課題と活動における提案を示唆

する。

さはら小学校の「親子ふれあいの集い」では

親同士の仲の良さが見受けられ、地域の人たち

が普段から気兼ねなく関わっているように感じ

られる。そういった中でも、取り組みに積極的
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でない保護者や、自分の額番以外のところでは

友達同士で遊ぶ克童が、少数派ではあるが見ら

れたという報告があった。「親子ふれあいの集

いけま，毎年春から秋にかけて子どもたちが行

ってきた農業体験活動(田植え、稲刈り、脱穀、

野菜栽培など)でとれた作物を材料として，親

子で餅つきや豚汁作りを行い，会食を通して収

穫の喜びゃ携わっていただいた多くの方々に感

謝する u，行事である。この行事には、収穫した

作物を味わうことで農業の素晴らしさや食物の

大切さを学ぶこと、親子で誠理することで触れ

合いを高めること、会食を通じて地域の人と触

れ合うことという呂的が内包されている。つま

り、子どもを対象にした取り組みというわけで

はなく、地域全体を対象とした取り組みである

と考えられる O そのため、学生から生じた疑問

は「親子ふれあいの集しりの目的の不明瞭さか

ら生じた一つのズレである。改善策として、

初に明確な目的を提示することが一つの手段で

あると考えられる。また、毘的の明確化に加え

て重要なことは、実擦に関わった地域の人々が

行事を通してどのように感じているのか、考え

ているのかを運営側や学生たちが知る必要があ

ると思われる。その方法として、行事中にイン

タピューを実施する、事後のアンケート瀦査を

行うことなどが挙げられる。これは、本学生が

協力して行うことが可能で、ある。実際の活動参

加者から得られた感想、を基に、地域の人々が必

要としている活動を把握し、自的を再検討して

いくことで「親子のふれあいの集し汁はより一

層、充実した行事として取り組まれるであろう。

また、本学生が今後継続的にどのように活動に

かかわっていくかを検討するための、足掛かり

となるのではないだろうか。

黒沢中学校の「秋香祭j の生徒による発表で

は、発表の内容や方法に学年の特徴が出ていた。

1年生の緊張感溢れる発表や3年生のユニーク

な発表など、学年間で多少の差はあるものの、

生徒の生き生きとした表情がたくさん見られた。

また、教師や保護者の表情も和やかであり、地

域と学校の一体感、が感じられた。なぜ¥一体感、

が感じられたのだろうか。その一つの要因とし

て、「少人数J ということが考えられる。今回の

取り組みの中で¥「少人数」め素因となるものは

教師・生徒・地域の規模が考えられる。「少人数」

であることのメリットとデメリットの潟者が、

秋香祭での様子やインタビューからも出てきて

いる。例えば、少人数の生誌であることから、

教師との距離が近いということは保護者にとっ

て指導の自が行き届きやすいと思われ、安心さ

れるメリットの揺が見られる。しかしながら、

少人数の生徒であることから相互教授の機会は

滅仏学習への窓欲が高まらないのではないか

と危{其されるデメリットの面もある。こうした

デメリットのいくつかは改持していく必要があ

る。デメワットとしてとがってきたことの一つ

日は、生徒の競争心の低さである。少人数規;撲

の学校ではしばしば起こりうる問題であろう。

いつも同じメンバーの中で)1民{立を争うことは、

しいだろうし、意欲を失ってしまうかもしれ

ない。しかしながら、競争心は教師の指導の工

夫でおめることはできる。築関が小さくても、

競い合う機会を設けたり、一定基準をMHccした
りすることで競争することは可能であるっ

討は、教師の能力差である。総合学苦手では学生

によるパソコンの指噂や発表のノウハウの提供

が多かったとあった。それは、技能的指導がれ

当した教師にとって苦手とする分野であること

を示唆しているのではないだろうか。では、学

生がいなかったらどうしたのであろうか。授業

には3人の教師が関わっている。そのため、そ

れぞれの教師が得意とすることを活かして、生

徒に提供していくことが有効である。何を誠べ

るのか、どのように調べるのか、どのように発

表するか、ということは生徒の主体性から派生

するものであり、またそれは生徒の「考える力J

を育てることになる。つまり、技能的指導を行

うことだけでなく、発表方法などを自ら考えさ

せる指導が必要になる。こうしたメタ認知を促

す指導方法が、これからの「生きる力j を育て

ることができると考えられる。

学生は一時的な外部関与者であるが、教前lは

継続的な内部関与者である O その違いと特性を

踏まえて、今後「総合学習j をどのように協同

1
i
 



し、展開していくかを考えてしぺ必要がある O

最後に、今回の調査で学生の多くが感じたこ

とは、地域のコミュニケーションの充実さであ

るO それに伴い、地域の「幸福度j は高いよう

に感じられた。過疎化が進み、若者が少なくな

って不安だという声もあるが、そういったこと

を改善することと幸せは繋がるのであろうか。

教育も同じで、例えどんなに優れた学習をして

も幸せになるとは限らない。ただ、一つ言える

のは、幸せを感じる場所に人は必ず、訪れるのだ

と思う。その一つが、地域の人々が幸せそうに

していることであろう。笑みが溢れ、隣近月rrと
分け隔てなく関係する、心豊かな場所で、あると

私の自には映った。今度も、そのような「幸福

の場所jを築いていってほしいと思う。そして、

私たち学生が外部者としてできることは、幸せ

の再確認である。地域の特性や特色、つまり良

さということは内部者側からだけでなく、外部

者側から気づくこともできる。連携している中

で、地域の人々が気付かなかった「地域の良さ」

を外部{掛から見て再発見することが可能である。

内側からの視点と外側からの規点を共有し、確

認作業を行っていくことで見えてくる「地域の

特性」があるだろう。今後はそのような取り組

みも課題として提案したい。

(酒井大二郎・森芸恵)

注

1) 授業前後での教員(校長、教務主任、第 l学年主任・

担任・担当)との会話より。
2) 活動後の学生に対する開き取り調査より。

:1)保坂裕子「教師チームの総合カリキュラム開発にみ

る拡張的学習ーコラボレーションとノットワーキング

ーJ 11日本教育方法学会紀要』第29巻、 2003年。
仰向上。

5)保坂 (2003)はこのサイクルを、発展的ワークリ
サーチを基にした拡張型学習のサイクルと表現して

しhる。
G) r大子町教育ポータルサイト j

(http://www.daigo.ed.jp/) 2012年3月25日閲覧。

-12-


	0004
	0005
	0006
	0007
	0008
	0009
	0010
	0011
	0012
	0013

